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平成２８年度朝霞市一般会計当初予算のポイント 

いきいき朝霞宣言 

「笑顔に出会うまち・朝霞」 
 

▽平成２８年度当初予算額 ３８２億５，０００万円 

（前年度比１３億円、３．５％の増額） 

▽固定資産税の増加などにより、 

市税が０．９％増の２１２億６７０万１千円 

▽子どものための教育・保育給付負担金などにより、 

民生費が５．７％増の１９０億７，２６７万８千円 

 

主な新規・重点事業については下記のとおりです。 

（１）新規事業 

○地域防災リーフレット作成事業             ３，７９１千円 

（Ｐ８２・８３） 

・平成２７年度実施の地域防災タウンウォッチングにより確認された災害時に 

役立つ施設や場所、浸水想定区域、土砂災害警戒区域の学校区ごとの地図及 

び災害への備え等を掲載した地域防災リーフレットを作成します。 

   担当：危機管理室 

 

○防犯カメラ設置工事費補助事業             ３，０００千円 

（Ｐ８４・８５） 

・地域における犯罪の抑止等を目的として、地域の実情に応じて、防犯カメラ 

を新規に設置する自治会等に対して補助を行います。 

   担当：危機管理室 

 

○市制施行５０周年記念式典事業             ４，８９３千円 

（Ｐ８４～８７） 

・平成２９年３月１５日、市制施行５０周年を迎えるにあたり、市政発展にご 

尽力いただいた方々に対して感謝の意を表すことにより、郷土愛の醸成を図 

り、市政についての関心や理解を更に深めていただくため、平成２９年度に 

「市制施行５０周年記念式典」を挙行いたします。平成２８年度はその実施 

のための準備を行います。 

   担当：人権庶務課 

 

 

 



定例記者会見資料 

 

2 

 

○オリンピック・パラリンピック事業           １，２７２千円 

（Ｐ８８～９１） 

・２０２０年東京オリンピック・パラリンピック大会の射撃競技が陸上自衛隊 

朝霞訓練場で開催されるため、機運を醸成する事業等を実施します。 

   担当：政策企画課 

 

○市制施行５０周年記念事業               ２，６７２千円 

（Ｐ９０・９１） 

・平成２９年３月１５日に市制施行５０周年を迎えるため、記念事業の企画・ 

運営等を検討し、併せて、さまざまなＰＲ活動を行い、朝霞の魅力を広く発 

信します。 

   担当：政策企画課 

 

○住民票等コンビニ交付事業               ７，３００千円 

（Ｐ１００・１０１） 

・個人番号カードを使用して、住民票等の証明書をコンビニエンススト 

アで取得できるシステムを構築します。 

   担当：総合窓口課 

 

○日本手話言語条例施行に伴う事業            ２，０００千円 

（Ｐ１４８・１４９） 

・日本手話言語条例（平成２７年９月２４日制定）が平成２８年４月１日に施 

行されることに伴い、講演会の実施や、周知用チラシの作成、配布など各種 

施策を実施します。 

担当：障害福祉課 

 

○障害者ふれあいセンター事業            １１８，５９４千円 

（Ｐ１４８～１５１） 

・増加する特別支援学校の卒業生に対応するため、障害者多機能型施設を開設 

し、指定管理事業として通所系障害福祉サービス事業（生活介護・就労移行 

支援・就労継続支援Ｂ型）を行います。 

担当：障害福祉課 

 

○放課後児童クラブ整備費補助事業           １５，２００千円 

（Ｐ１８４・１８５） 

・新たに放課後児童クラブを実施する民間事業者に対して、開所に必要な施設

の整備費用等の補助を行います。 

担当：保育課 
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○生活困窮者学習支援事業                ８，８５０千円 

（Ｐ１９０・１９１） 

・生活困窮者自立支援制度の任意事業として、生活困窮など（生活保護受給者 

を含む）により、学習が進んでいない中学生・高校生を対象に、本人及び保 

護者に対して家庭訪問を実施します。また、居場所づくりや高校への進学およ

び高校中途退学防止のための学習教室を開催します。 

担当：福祉課 

 

○乳がんグローブ配付事業                １，０００千円 

（Ｐ２０６・２０７） 

・自己検診法の知識の普及啓発を図り、乳がんの早期発見や検診の受診率向上 

のため、集団検診やイベント等において、乳がんグローブの配付を行います。 

担当：健康づくり課 

 

○都市計画基礎調査及び都市計画決定等事業       ２９，５９２千円 

（Ｐ２５８・２５９） 

・都市計画法に基づく都市計画に関する基礎調査を実施します。また、基地跡 

地地区地区計画や朝霞第四小学校跡地周辺等における都市計画（用途地域、 

高度地区、地区計画等）の変更等に必要な検討及び手続きを行うため、現況 

調査や図書の作成等を実施します。 

担当：まちづくり推進課 

 

○学校給食調理業務委託事業              ２０，０９１千円 

（Ｐ３１４～３１７） 

・より効果的、効率的な給食運営を図るための手法として、朝霞第五小学校自 

校給食室において平成２８年９月（２学期）から学校給食調理業務の一部を 

民間事業者に委託します。献立作成や食材購入等は今までどおり市で行いま 

す。 

担当：学校給食課 

 

（２）拡充事業 

○防犯灯維持管理費補助事業 

町内会等防犯灯維持管理費補助金１０，１６５千円のうち２，３６０千円 

（Ｐ８４・８５） 

・自治会等が維持管理している防犯灯に係る費用について、１灯当たりの灯種

別に定額を補助していましたが、平成２８年度から、１年間に支払った電気

料金の４／５を補助する定率制に変更し、自治会等の負担の軽減を図ります。 

担当：危機管理室 
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○地域保健福祉活動振興事業費補助事業          １，７００千円 

（Ｐ１３８～１４１） 

・地域における保健福祉活動の振興を図るため、在宅保健福祉等の普及・向上、 

健康づくり及び生きがいづくりの推進、ボランティア活動の活性化のための 

事業活動を、実施・計画している各種民間団体に対し、補助を行います。 

担当：福祉課 

 

○重度心身障害者医療費支給事業 

重度心身障害者医療給付費２４２，０２９千円のうち１４，４００千円 

（Ｐ１４４～１４７） 

・低所得の世帯に対する経済的負担の軽減を図るため、重度心身障害者の医療 

費の支給制度において、入院時食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額 

を、市の単独事業として、市町村民税が非課税又は条例の規定により免除さ 

れている世帯に対し支給します。 

担当：障害福祉課 

 

○難病患者見舞金支給事業 

難病患者見舞金２３，８００千円のうち５，９５０千円 

（Ｐ１４４～１４７） 

・埼玉県特定疾患等医療給付事業実施要綱に基づく特定疾患医療受給者証を有 

する難病患者に対して支給する見舞金を、年額１万５千円から２万円に増額 

します。 

   担当：障害福祉課 

 

○敬老事業                       １，７９４千円 

（Ｐ１６４～１６７） 

・７７歳、８８歳、９９歳、１００歳の方を対象に、記念式典と余興の２部構 

成からなる敬老事業を実施します。また、長寿を祝う主旨に鑑み、記念式典 

においては、市民による敬老祝賀の演奏等も取り入れます。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○こども医療費支給事業 

こども医療給付費５１６，１９４千円のうち１２６千円 

（Ｐ１７０～１７３） 

・低所得の世帯に対する経済的負担の軽減を図るため、こども医療費の支給制 

度において、入院時食事療養標準負担額を、市の単独事業として、市町村民 

税が非課税又は条例の規定により免除されている世帯に対し支給します。 

   担当：こども未来課 
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○ひとり親家庭等医療費支給事業 

ひとり親家庭等医療給付費４９，５８０千円のうち１４７千円 

（Ｐ１７２・１７３） 

・低所得の世帯に対する経済的負担の軽減を図るため、ひとり親家庭等の医療 

費の支給制度において、入院時食事療養標準負担額を、市の単独事業として、 

市町村民税が非課税又は条例の規定により免除されている世帯に対し支給し 

ます。 

   担当：こども未来課 

 

○私立保育園就園費等補助事業 

私立保育園就園費等補助金２，２４０千円のうち１２６千円 

（Ｐ１８４・１８５） 

・子育て世帯に対する経済的負担の軽減を図るため、私立保育園等の園児の入 

園料及び保育料を対象経費とする就園費等補助金を３万１千円から３万３千 

円に増額します。 

   担当：保育課 

 

○放課後児童クラブ定員拡充事業 

放課後児童クラブ指定管理料４４０，７７２千円のうち６０，８１３千円 

（Ｐ１８４・１８５） 

・小学校の教室等を活用して、放課後児童クラブの定員を拡充することにより、 

入所を希望する小学１年生から３年生までの児童を受け入れます。 

   担当：保育課 

 

○私立幼稚園就園費等補助事業 

幼稚園就園費等補助金２３，２３２千円のうち１，０１４千円 

（Ｐ１８６・１８７） 

・子育て世帯に対する経済的負担の軽減を図るため、幼稚園の園児の入園料及 

び保育料を対象経費とする就園費補助金を３万１千円から３万３千円に増額 

します。 

   担当：保育課 

 

○地域リサイクル活動推進補助事業 

地域リサイクル活動推進補助金１５，４００千円のうち４，４００千円 

（Ｐ２１８・２１９） 

・再利用できる資源を回収する団体に補助金を交付し、対象有価物の補助金交

付額を１ｋｇあたり５円から７円に増額します。 

担当：資源リサイクル課 
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○ふれあい推進事業補助事業 

ふれあい推進事業補助金１，２５０千円のうち７５０千円 

（Ｐ２８２・２８３） 

・中学校区ごとに組織するふれあい推進実行委員会に対して、事業を計画・実 

施するための補助金を１０万円から２５万円に増額します。 

担当：教育指導課 

 

○プラネタリウム番組ソフト制作事業           ３，８８８千円 

（Ｐ３３８～３４１） 

・市制施行５０周年を記念した番組を作成することで、市民の郷土への愛着や、 

天文学や自然哲学への興味・関心の醸成や知識向上への一助とします。 

担当：中央公民館 

 

（３）計画策定事業 

○高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定事業      ４，２０８千円 

（Ｐ１５４・１５５） 

・市が３年ごとに定める高齢者福祉計画・介護保険事業計画について、平成 

 ２８年度から平成３０年度の継続事業で、平成３０年度から平成３２年度ま 

 での第７期計画を策定します。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○基地跡地公園・シンボルロード整備基本計画策定事業   ６，０９１千円 

（Ｐ２６６・２６７） 

・平成２７年１２月に国へ提出した朝霞市基地跡地利用計画の内容を踏まえ、 

平成２８年度から平成２９年度の継続事業で、基地跡地公園・シンボルロー 

ド整備基本計画の見直しを行います。 

担当：みどり公園課 

 

（４）普通建設事業 

○旧憩いの湯解体事業                １４２，３７１千円 

（Ｐ７０・７１） 

・平成１８年４月に営業を中止した旧憩いの湯について、市有資産の有効活用 

を図るため、建物の解体工事を実施します。建物の解体工事のほか、工事期 

間中に周辺家屋への影響がないか確認するための調査委託を行います。 

担当：財産管理課 
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○防災行政無線デジタル化整備事業           ７９，１９３千円 

（Ｐ８０～８３） 

・電波法改正に伴い、平成２８年度から平成３２年度の継続事業で、防災行政 

無線（市役所設置の親局、市内９５か所設置の子局）をアナログ方式からデ 

ジタル方式へ整備します。 

担当：危機管理室 

 

○市民会館耐震化事業                 ２４，６４８千円 

（Ｐ１２４・１２５） 

・平成２８年度から平成３０年度の継続事業で、市民会館（新館を除く）の、

耐震補強工事に向け、平成２８年度は実施設計を行います。また、市民会館

ホール天井について、非構造部材耐震補強工事に向け、平成２８年度は基本

設計及び実施設計を行います。 

担当：地域づくり支援課 

 

○朝光苑施設改修事業                  ７，４７１千円 

（Ｐ１６６・１６７） 

・特別養護老人ホーム朝光苑において、旧館部分屋根改修工事を実施します。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○（仮称）センター児童館建設事業            ９，８３０千円 

（Ｐ１７４・１７５） 

・平成２８年度から平成３１年度の継続事業で、本町・栄町地区内に（仮称）セ

ンター児童館を設置します。平成２８年度は基本設計を行います。 

担当：こども未来課 

 

○健康増進センター施設改修事業             ３，８００千円 

（Ｐ２１２・２１３） 

・健康増進センターの施設設備の冷温水発生機交換及びチラー改修工事を実施し 

ます。 

担当：健康づくり課 

 

○黒目川桜並木健康遊具等設置事業           １０，５９５千円 

（Ｐ２５４～２５７） 

・黒目川まるごと再生プロジェクトにより整備された遊歩道を、利用者により 

快適に利用していただくため、近接する広場等に健康遊具等を設置します。 

担当：道路整備課 
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○北朝霞陸橋改修事業                  ５，０００千円 

（Ｐ２５６・２５７） 

・橋梁長寿命化計画に基づき、北朝霞陸橋のコンクリート剥落防止工事を実施 

します。 

担当：道路整備課 

 

○観音通線整備事業                 ４７５，０８４千円 

（Ｐ２６０・２６１） 

・第四中学校入口交差点から国道２５４号までの区間について、平常時の渋滞 

緩和や通学児童等の歩行者・自転車の安全確保とともに、地震災害時には緊 

急輸送道路として機能することを目指し、平成２８年度は用地買収及び建物 

移転交渉を進めます。 

担当：まちづくり推進課 

 

○公園施設長寿命化対策事業 

開設公園改修工事３５，０００千円のうち３０，０００千円 

（Ｐ２６４・２６５） 

・平成２６年度に策定した公園施設長寿命化計画に基づき、事故を未然に防止 

し、安全で安心して市民が利用できる公園づくりを推進するため、都市公園 

内の遊具や施設の改修工事を実施します。 

担当：みどり公園課 

 

○道路安心・安全緊急改良工事              ３，０００千円 

（Ｐ２７２・２７３） 

・危険な通学路や交差点などにおいて、交差点クロスマークやベンガラ舗装等 

の交通安全対策を実施することにより、安心して通行できる道づくりを進め 

交差点での交通事故の減少に努めます。平成２５年度から平成２９年度の５ 

年間実施し、平成２８年度は２０か所を予定しています。 

担当：まちづくり推進課 

 

○消防団詰所改築事業                  ５，２６３千円 

（Ｐ２７８・２７９） 

・消防団第５分団詰所の老朽化に伴い、平成２８年度から平成２９年度の継続 

事業で、消防団本部を併設した詰所の改築工事を実施します。平成２８年度 

は、実施設計を行います。 

担当：危機管理室 

 

○北朝霞公民館トイレ配管改修事業            ４，６８１千円 

（Ｐ３４８・３４９） 

・北朝霞公民館のトイレ配管の修繕を実施します。                          

担当：中央公民館 


